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第２章 大分県の現状 

   

〇健康寿命 

   健康な状態で過ごすことのできる期間を示す「健康寿命」は、令和元年には、男性 

が 73.72 歳で全国 1位、女性が 76.60 歳で全国 4位となっています。 

   平均寿命と健康寿命の差は、男性では 8.24 年、女性では 11.22 年となっており、こ 

の差をできるだけ短くし、健康寿命の延伸を図ることが重要です。 

                    

     

   

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

健康寿命の推移 

平均寿命と健康寿命 



3 
 

〇主要な死亡原因 

令和 2 年の人口動態統計によると、本県における心疾患の死亡者数は 2,207 人で

あり、死亡数全体の 15.3％を占め、県民の死亡原因の第 2 位となっています。脳血

管疾患の死亡者数は 1,200 人で死亡数全体の 8.3％を占め、県民の死亡原因の第 4位

となっています。 

心疾患と脳血管疾患、大動脈瘤及び解離を合わせると、循環器病による死亡者が死

亡原因の 4分の 1 を占めています。 

 

 

〇循環器病の年齢調整死亡率2 

    平成 27 年人口動態統計特殊報告によると、本県における脳卒中（脳血管疾患）の

年齢調整死亡率（人口 10万人あたり）は男性 34.2（全国平均 37.8）、女性 18.8（全

国平均 21.0）と全国よりやや低くなっています。心疾患の年齢調整死亡率（人口 10

万人あたり）は男性 61.0（全国平均 65.4）、女性 30.3（全国平均 34.2）となってお

り、こちらも全国と比較するとやや低くなっています。 

 

〇患者数 

患者数を疾病大分類別にみると、入院では「循環器系の疾患」が 2,847 人／日とな

っており、「精神及び行動の障害」に次いで 2 番目に多い状況です。外来では「循環

                                                   
2 死亡数を人口で除した通常の死亡率を比較すると、比較する地域により年齢構成に差がある 

ため、高齢者の多い地域では高くなり、若年者の多い地域では低くなる傾向がある。このよ

うな年齢構成の異なる地域間で死亡状況が比較できるように年齢構成を調整した死亡率を年

齢調整死亡率という。 

死因別死亡者数・死亡割合 
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器系の疾患」が 8,173 人／日と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾病大分類別患者数及び受療率（入院） 

出典：大分県「平成 28 年患者調査」 

疾病大分類別患者数及び受療率（外来） 

出典：大分県「平成 28 年患者調査」 


